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概要版



計画策定の趣旨
　春日井市では、2016年３月に改正された自殺対策基本法に基づき、保健、医療、福祉、教育、労働などの分野が連携
し、自殺対策を総合的かつ効果的に推進するため、「春日井市自殺対策計画」を策定しました。

計画の期間・数値目標
計画期間　2019年度～ 2023年度（５年間）
数値目標　2023年までに自殺死亡率を 12.6 以下に減少（基準値：2015年 16.1）
　　　　　※自殺死亡率：人口 10万人当たりの自殺者数

自殺の現状と課題
自殺の現状
●年間自殺者数は 2010年以降減少傾向にあり、2017年の自殺死亡率は愛知県や全国と比較してやや低い
●年代別では、40歳代、60歳代、30歳代の順に多い
●原因・動機別では、うつ病や身体の病気などの「健康問題」、家族関係の不和などの「家庭問題」が多い

こころの健康に関する市民意識  （平成 29年度春日井市健康・食育に関するアンケート調査）
●この１か月の間にストレスを感じたことがある人の割合は 76.7％で増加傾向
●ストレスの要因は、「仕事に関すること」、「人間関係」、「健康・病気に関すること」の順に多い
●悩みや苦労などの相談ができる場所を知らない人が 77.2％と多い

●市民一人ひとりが身近にいるかもしれない自殺の危険性が高い人のサインに気づくことが必要
●従業員のこころの健康を保持増進することが必要
●子どもの頃からストレスなどへの対処行動を身に付けることが必要
●様々な相談窓口などにおいて自殺の危険性が高い人を早期に発見し、関係機関などが連携して早期に対応する
　ことが必要
●自殺の危険性が高い自殺未遂者や自死遺族などへの適切なケアが必要

自殺者数・自殺死亡率の推移

統計やこころの健康に関する市民意識などからみえた課題



自殺対策の取組

基本理念

基本目標１ 自殺予防の周知啓発による社会全体の自殺の危険性の低下（一次予防：事前対応）

施策１ 自殺予防やこころの健康に関する周知啓発
主な取組

（◎は重点取組）

◎自殺予防週間などにおける周知啓発  ◎子どもへの自殺予防教育  ◎職場のメンタルヘルス対策の促進 など

施策２ 安心して生活できる地域づくりの推進
主な取組 世代間交流の促進　高齢者等サロン事業　地域見守り活動　など

基本目標２ 自殺の危険性が高い人の早期発見と早期対応（二次予防：危機対応）

施策３ 自殺対策を支える人材の育成
主な取組 ◎ゲートキーパーの養成　教職員研修　など

基本目標３ 自殺の再発防止と自死遺族などへの支援（三次予防：事後対応）

施策６ 自殺未遂者や自死遺族などへの支援
主な取組 自殺未遂者への情報提供などの支援　自死遺族などへの相談先情報の提供　など

施策４ 相談支援の充実
主な取組 メンタルヘルス相談　　 子育てに関する相談支援　　教育や悩みごとに対する相談支援　　

生活困窮者の自立支援　 DV（家庭内暴力）の防止　 がん相談支援の充実　など

施策５ 関係機関などのネットワークの強化
主な取組 ◎自殺対策実務者の連携体制の構築　自殺予防対策ネットワーク会議　など

自殺のサイン(自殺予防の十か条)

次のようなサインを数多く認める場合は、自殺の危険が迫ってい
ます。

 １ うつ病の症状に気をつける
 ２ 原因不明の身体の不調が長引く
 ３ 酒量が増す
 ４ 安全や健康が保てない
 ５ 仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、職を失う
 ６ 職場や家庭でサポートが得られない
 ７ 本人にとって価値あるものを失う
 ８ 重症の身体の病気にかかる
 ９ 自殺を口にする
10 自殺未遂に及ぶ

知っていますか？うつ病のこと

周囲の人が気づく、うつ病を疑うサイン

自殺の原因で最も多くを占めるのがうつ病などの健康問題です。
うつ病は深刻なストレスの蓄積が原因となり、悪化すると心身に
様々な障がいを引き起こしますが、早期に気づき、適切な治療を受
けることで回復することができる病気です。うつ病の症状に本人
が気づくことは難しいため、周囲の人の気づきが重要となります。

１ 以前と比べて表情が暗く、元気がない
２ 体調不良の訴え(身体の痛みや倦怠感)が多くなる
３ 仕事や家事の能率が低下、ミスが増える
４ 周囲との交流を避けるようになる
５ 遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する
６ 趣味やスポーツ、外出をしなくなる
７ 飲酒量が増える

資料：厚生労働省「職場における自殺の予防と対応」 資料：厚生労働省地域におけるうつ対策検討会「うつ対策推進方策マニュアル」
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まずは、声をかけることから始めてみませんか
自殺を防ぐためには、周囲の人の支援が必要です。
悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞き、必要な支援につなげ、見守る人のことを「ゲートキーパー」といいます。
市民一人ひとりが「ゲートキーパー」となり、社会全体で自殺を防ぎましょう。

こころといのちの相談先
資料：厚生労働省「誰でもゲートキーパー手帳（第２版）」

2019( 平成 31) 年３月　発行／春日井市　編集／健康福祉部健康増進課（℡ 0568-85-6166）

こころの悩み

■名古屋いのちの電話
　℡ 052-931-4343
　毎日 24 時間
■あいちこころほっとライン365
　℡ 052-951-2881
　毎日 9：00～ 16：30
■よりそいホットライン
　℡ 0120-279-338
　毎日 24 時間（電話代無料）
■ビフレンダーズ
   あいち自殺防止センター
　℡ 052-870-9090
　毎週金曜日 20：00～23：00

■春日井市子ども政策課
　℡ 0568-85-6170
　月～金曜日 8：30～ 17：00
　( 祝日、年末年始を除く )
■子ども・若者総合相談
　℡ 0568-82-7830
　月～土曜日 15：00～ 19：00
　( 祝日、年末年始を除く )
　s-soudan@city.kasugai.aichi.jp
■いじめ・不登校相談室
　℡ 0568-34-8400
　月～金曜日 9：00～ 16：00
　(正午～13:00、祝日、年末年始を除く)
■子ども SOSほっとライン 24
　℡ 0120-0-78310
　毎日 24 時間
■チャイルドラインあいち
　℡ 0120-99-7777
　毎日 16：00～ 21：00
　(18 歳まで、年末年始を除く）

■春日井市地域福祉課
　℡ 0568-85-6187
　月～金曜日 8：30～17：00
　( 祝日、年末年始を除く )

■春日井保健所
　℡ 0568-31-0750
　月～金曜日 9：00～16：30
　(正午～13:00、祝日、年末年始を除く)
■春日井市健康増進課
　℡ 0568-85-6166
　月～金曜日 8：30～17：00
　( 祝日、年末年始を除く )

■春日井市生活支援課
　℡ 0568-85-6192
　月～金曜日 8：30～17：00
　( 祝日、年末年始を除く )

子ども・若者の相談 こころ・からだの相談

経済的な悩み

高齢者の介護や福祉の相談

■春日井市男女共同参画課
　℡ 0568-85-7867
　火～日曜日 9：00～17：00
　(正午～13:00、月曜日が祝日の場合はその
　直後の祝休日ではない日、年末年始を除く)

DV相談

■春日井市障がい福祉課
　℡ 0568-85-6186
　月～金曜日 8：30～17：00
　( 祝日、年末年始を除く )
■障がい者基幹相談支援
　 センターしゃきょう
　℡ 0568-84-5300
　月～金曜日 8：30～17：00
　( 祝日、年末年始を除く )

障がいに関する相談

あなたの気持ちを誰かに話してみませんか


